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「聖 書」
木版挿絵入り西洋初期印刷本零葉コレクションI
　　　File　No．02－220040－7506－alb～7553＿a／b
吉田　正彦＊
　明治大学図書館蔵「木版挿絵入り西洋初期印刷本零葉コレクション」（1）
にはチェコ語訳1点、ドイツ語訳9点、合わせて10書誌の近代語訳聖書か
ら採られた48葉のいわゆる零葉が収められている。前者はチェコ語によ
る二つ目の聖書である。またドイツ語訳については、1466年から1522年
の間に印刷された18点の聖書の半数を占める（2）。マルティン・ルターが
自らの宗教改革思想に基づいて作成したドイツ語訳の新約聖書を、ヴィッ
テンベルクの印刷工房から出版するのが1522年9月、これに旧約を合わ
せた完全訳聖書の印行が1534年9月である。ルターに先立つ18点はい
ずれも、四世紀の教父ヒエロニムスによる改訂版のラテン語ウルガタ聖書
を、高地あるいは低地ドイツ語に翻訳したものであった。だが、ルターは
エラスムスによる最新のギリシャ語、ラテン語版を底本にする。しかも彼
の聖書に用いられたドイツ語は、後の標準ドイッ語の生成に多大な影響を
与えている。
　本稿では「コレクション」所収の聖書48葉にっいて、各葉ごとに表裏夫々
の印刷内容を聖書諸書に照らして確認し、挿絵にっいても描かれた聖書個
所を特定し、解説を添えた。なお同「コレクション」の各葉にはファイル・
ナンバーが付されており、当該の聖書48葉はFile　No．02－220040－7506－a／b
＊よしだ・まさひご／明治大学図書館長／文学部教授／ドイッ文学、ドイッ文化史
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～7553－a／bである。末尾に付されたアルファベットは各葉の表裏を表し、
原則として挿絵のある面をa、他の面をbとしており、頁順を表すもので
はない。また、両面に挿絵がある零葉や、一葉が4頁にわたるケースもあ
る。ここではこの聖書10点について1からXの番号を付し、書誌ごとに
印刷工房主名、括弧に工房所在地、そして刊行年の順に記した。また48
葉については48までの通し番号の後、括弧内にFile　No．の下四桁の数字
を付した上で、各葉の表裏は従前のままのアルファベットで表すことと
する。印刷面については、装飾頭文字や諸書の表題などがある場合はそれ
を指摘した。その際、装飾頭文字のみでなく、それに続く綴りや文章等は
U［nd…］のように、口内に補った。また挿絵については、同一場面が掲載
される零葉を矢印（⇒）と通し番号、アルファベットで示した。
例：IVクヴェンテル／ウンケル（ケルン）1478／79年
　　9，（7514）－a旧約「出エジプト記」1章梗概、1章1節～18節
　　　（⇒26－a、　43－a）
注
（1）同コレクションの全容については以下を参照のこと。
　鈴木秀子　明治大学図書館所蔵「木版挿絵入西洋初期印刷本零葉コ
　　レクション」　　　　　　　　　　『図書の譜』11号192－203頁
（2）ルター以前に印行された18点のドイツ語訳聖書については以下を
　参照のこと。
　吉田正彦　聖書を読まなかった修道僧ルター一中世末期および近
　世初期の宗教書、信心書一　　　　　　『図書の譜』10号75－93頁
聖書は以下を参照した。
共同訳聖書実行委員会「聖書　新共同訳」　　　日本聖書協会／1987
Neue　Jerusaremer　Bibel　Einheits廿bersetzung
　　　　　　　　　　　　　　Katholische　Bibelanstalt　GmbHIl985
BIBLIA　SACRA　VULGATA　　　　　Deutsche　BibelgesellschafV1999
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チェコ語訳
1．M．　de　Tischniowa（Kuttenberg）1489
　M．deティスノヴァ（クッテンベルク）1489年刊
　ボヘミア王国の都市クッテンベルクは今日のチェコのクトナホラ。チェ
コ語による二つ目の聖書、フォリオ版2段組み50行、全612葉。第606
葉に刊記、Martina　z　tissfiowaと印刷工房主名も。
1．（7506）－a／b　旧約「エステル記」1章～2章
　　　　　（7506）－a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7506）－b
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひざまず挿絵は第5章。王妃エステルは夫であるクセルクセス王の前に脆
　　　　おうしやくいて黄金の王笏に触れ、ユダヤの民に対する大臣ハマンの陰謀を阻
止する。
2．（7507）－a／b　旧約「出エジプト記」6章～7章（⇒44－a）
（7507）－a （7507）－b
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挿絵は7章8節から13節。神はモーセに、異邦エジプトの地で虐
待されるイスラエルの民を救い出し、「乳と蜜の流れる地」へと導く
よう命じる。モーセは兄アロンを伴ってエジプト王ファラオのもと
に行き、イスラエルの神の命を伝える。その証に奇跡を行って見せ
よとのファラオの言に対し、アロンが手に持った杖を投げると、杖
は蛇になる。ファラオも呪術師を呼び出し、杖を蛇に変えさせるが、
アロンの蛇がそれを呑み込んでしまう。翌日にはモーセは同じ杖を
振り上げ、川の水を血に変えてしまう。彼の頭には二本の角があっ
たと言われ、この挿絵にも特徴として描かれる。
ドイツ語訳
II。　G．　Zainer（Augsburg）1475
　ツァイナー（アウクスブルク）1475年刊
　3点目のドイツ語聖書。フォリオ版2段組58行、全534葉。主要な場
面を描いた73に及ぶ装飾文字に特徴。
3．（7508）－a　旧約「ハガイ書」装飾文字1
（7508）－a
挿絵は第1章か。装飾文字1を挟んで預言者ハガイAggeusが、ユダ
の総督の子ゼルバベルSorobfibおよび大祭司の子ヨシュアJesuaに
主の言葉を伝える。ダレイオス大王の治世（ペルシャ王ダリウスー
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世、前521－486）、ハガイはイスラエルの民を励まして神殿の再建を
促し、彼らに後世の栄光を予言する。
（7508）－b　旧約「ハガイ書」2章19節～22節
（7508）－b
4．（7509）－a　旧約「オバデヤ書」1章　装飾文字D
（7509）－a
死海東部に隣接する高地エドムEdomはダビデ以来イスラエルに従
属した。だが前8世紀には両者は対立状態に陥り、特に前586年に
バビロニアがエルサレムを攻略すると、エドム人が彼らに加担して
ここを中心とするユダの地を占領したため、ユダの民はエドムを憎
んだ。こうした背景の下に、前5世紀の預言者オバデヤAbdiasは、
人々をエドムとの戦に駆り立てる。
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装飾文字Dには、エルサレム南東部の山シオンSyonに幾多の建物
や塔、人物が描かれて主の都エルサレムとされるが、エドムは樹木
が生い繁るのみで、滅亡が予言される。
（7509）－b　旧約「ヨナ書」1章10節～13節
（7509）－b
5．（7510）－a　旧約「アモス書」装飾文字D
（7510）－a
アモスはヤロブアムニ世（前793－753）治下のイスラエル北王国で
短期間活躍した預言者。挿絵は装飾文字D。アモスAmosが神を指
差し、その言葉が人々の上に行われる様を示す。
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（7510）－b　旧約「アモス書」3章8節～11節
（7510）－b
HI．」．　Sensenschmidt！Frisner（N血rnberg）1476－78
　ゼンゼンシュミット／ブリスナー（ニュルンベルク）1476－78年刊
　5点目のドイツ語聖書。フォリオ版2段組、57行、全514葉。諸書の主
要な出来事を73の装飾文字に。また木版挿絵1。
　6．（7511）－a　旧約「列王記　上」22章31節～54節；「列王記　下」1
　　章1節～6節
（7511）－a
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右欄、ここで「王の書第3部das　drit　bUch　der　kdnig」が終り「王の
書第4部das　vierd　bUch　der　kdnig」が始まると、第1章の標記。その
下、装飾文字U［nd】には「列王記下」冒頭の3つの出来事、アハズ
ヤ王の命によりエリアを迎えに来た五十人隊を天から火が降って焼
き尽す（1章10節）、病床にあるアハズヤ王にエリアが死を予言す
る（1章16節）、火の馬に牽かれた火の戦車に迎えられてエリアが
嵐の中を神のもとに上る（2章11節）場面が描かれる。
なお、「王の書」は旧約聖書「列王記」上下を指すが、ここでは直前
の「サムエル記」上下を加え、四部立てにしている。ウルガタ聖書
に基く由縁か。
（7511）－b　旧約「列王記　上」21章25節～22章3①節
（7511）－1）
左欄、装飾文字D［A㎜…1で第22章が始まる。
7．（7512）－a　旧約「民数記」1章1節～44節
　左欄、装飾文字U［nd］には、「民数記」を代表する第20章「メリバ
　の水」の場面が描かれる。神の命により、イスラエルの民はモーセ
　に従ってエジプトを逃れて約束の地を目指す。だが苦難に満ちた放
　浪の旅が長期に及んだため、人々は度々神に逆らい、モーセを苦し
　めた。ッィンの荒れ野に入った時には飲み水にさえ事欠き、人々は
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（7512）－a
モーセに詰め寄る。彼は神の指示に従って杖を取り、人々を集めて
岩を打つと、水がほとばしり出て彼らと家畜とを潤した。人々が神
と争い（メリバ）、神が自らの聖なることを示した場面である。
（7512）－b　旧約「民数記」1章45節～3章4節
（7512）－b
左欄、装飾文字U［nd］で第2章が、右欄下では装飾文字DliB】で第
3章が始まる。
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Iv．　H．Quentell，　B．Unckel（K61n）1478179
　クヴェンテル／ウンケル（ケルン）1478／79年刊
　8及び9点目のドイツ語聖書は、低ラインと低ザクセン方言で同時に刊
行。共にフォリオ版、2段組、57行、全542葉。木版挿絵Il3。
8．（7513）－a　旧約「詩編」序文、第1編および第2編
（7513）－a
「詩編」は神への賛美と嘆願、感謝、また教訓、救済などを歌う150
の詩を収める。主にダビデの作とされ、中世ヨーロッパの教会では
聖職者は聖務日課、一般信者はミサの際に頻繁に口にした。そのた
め聖書の他の書に比べ、早くから多くの近代語訳が作られた。挿絵
では竪琴を奏でるダビデを、鳥の姿で描かれた聖霊が祝福する。風
車のある風景は、この聖書がライン川下流域沿いの地でつくられた
　　　うかがことを窺わせる。即ち同一の図柄はこのケルン聖書以後の聖書の
「詩編」の挿絵にも転用されるが、その際窓外の風景は出版地の風景
に置き換えられることになる。
左欄、冒頭に「ここに詩編に関する預言者ダビデの序が始まる」とあ
り、装飾文字は1［Ch］「私は」。右欄、装飾文字は第1編冒頭s［Elich］
「幸いな」と、第2編冒頭W［Arumb］「何故に」。
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（7513）－b　旧約「詩編」第2編続き、第3、第4、第5編
（7513）－b
左欄、前頁第2編の続き。装飾文字H［ere］←Herr）「主は」で第3
編が、また第4編がD［o］（＝Da）、「…する時に」で始まる。右欄、
H［ere］からが第5編。
9．（7514）－a
　43－a）
旧約「出エジプト記」1章梗概、1章1節～18節（⇒26－a、
（7514）－a
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左欄、冒頭Hijr　begynt　dat　ander　boeck　der　Bybe16　genompt　Ex（｝di「こ
こに聖書第二の書、出エジプト記始る」。続いて第1章梗概。その
下、装飾文字D［It】「以下に挙げるのは…」から第1章。挿絵は「創
世記」50章22節、エジプトでのイスラエルの民の祖ヨセフの葬儀。
また「出エジプト記」1章15節から22節一ヨセフの死後年を経て、
彼の功績を知らぬ王pharoがエジプトを統治すると、王はこの国に
イスラエルの民が栄えることを恐れて彼らに苦役を課した。また彼
らの助産婦シフラSephoraとプアphuaに、新生男児は全て殺すよう
命じる。だが彼女たちは巧みにその実行を避けたため、イスラエル
の子孫は益々増えた。王は遂に、彼らの男児を全員ナイル川に投げ
込めと命じる。こうした事情をくぐり抜けて、やがてイスラエルの
民の指導者となるモーセが誕生する。
（7514）－b　旧約「出エジプト記」1章19節～22節、2章1節～16節
（7514）－b
挿絵下、左欄に第2章の梗概。続いて装飾文字D［Aer　na…】から第
2章。挿絵は第2章。中央ではファラオの命に従い、新生の男児が
次々にナイル川に投げ込まれる。そうした中でイスラエルの女が男
児を産み、三カ月の間こっそりと育てる。隠し切れなくなると、防
水したパピルスの籠に赤子を入れてナイル川畔の葦の茂みに置く。
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図左では、水浴びに来たファラオの王女がこの籠を見つけて赤子を
モーセと名付け、王女の子としてファラオの宮廷で、偶然にも赤子
の母親を乳母として育てさせる。図右端、女官に抱かれたモーセが
ファラオの王冠を持ち上げるシーンは、後年モーセがファラオの度
重なる抑圧に勝利することを予知させる場面である。
10．（7515）－a　新約「ヨハネによる福音書」序文
（7515）－a
挿絵左は福音書記者聖ヨハネS．10HANESと足もとには彼のシンボ
ルの鷲。また右には王冠を冠った神、光輪を負うたイエス、鳥とし
て描かれる聖霊と、三位一体が天空の雲と四隅から吹く風に囲まれ
る。聖痕の残るイエスの手には七つの封印のある書（「ヨハネ黙示
録」5章）が、神の足元には「神の足台」（「マタイによる福音書」5
章35節）としての地球が描かれる。挿絵下左欄、Hijer　heuet　an　die
vorrede　ouer　Johannem　den　ewangelisten「ここに福音書記者ヨハネに
関する序文が始まる」。続いて装飾文字D［Ese］から序文。右欄下、
ヨハネがローマ領アシア州の都工ペソEphesusで福音書を書いたと
し、バトモス島insule　Pathmosおよび黙示録Apocalips㎞にも言及
している。
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（7515）－b　新約「ルカによる福音書」24章7節～53節
　　　　　　　　　　　　　　（7515）－b
　右欄、末尾に「福音書記者ルカがここで終る」。
11．（7516）－a　新約「マタイによる福音書」28章12節～20節；「マルコ
　　による福音書」序文（⇒48・a）
（7516）－a
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右欄、挿絵上Hije　eydt　dat　ewigelhi　Math　des　ewagelist6「ここで福音
書記者マタイによる福音書終る」。左欄、挿絵下Hijr　begint　de　vorrede
ouer・Marcum「ここにマルコに関する序文始まる」。装飾文字M【Arcus］
から序文。挿絵は福音書記者聖マルコS，MARCVSが、彼のシンボ
ルのライオンを足下に従えてキリストの福音を記す。右半分には復
活祭ミサの際の聖書抜抄に従い、イエスの復活の物語を描く。中央
後方には「士師記」16章から、サムソンがガザで「町の門の扉と両
脇の門柱をつかみ、かんぬきもろとも引き抜いて…ヘブロンを望む
山の上に運び上げ」る場面。因みに「貧者の聖書」では、新約聖書の
ひとつの場面に旧約聖書のふたつの場面を組み合わせて描いた。墓
の入り口を塞ぐ大岩を押し退けて復活する力強いイエスは怪力サム
ソンに比せられ、巨大な魚の腹から三日目に生還するヨナとの組み
合わせで描かれる。ここはそれに倣った挿絵である。
（7516）－b　新約「マルコによる福音書」序文（続）、1章1節～19節
　　　　　　　　　　　　　（7516）－b
右欄、De　vorrede　ouer　den　ewangelisten　Marc6…Dat　erste　Capittell「福
音書記者マルコに関する序文終り、マルコによる福音書始まる。第1
章」に続く装飾文字はMarcusマルコの頭字か。以下のIn　anbeginne
des　ewangelij　Jhesu　cristi　des　son　gades…「神の子イエス・キリストの
福音の初めに」に続かない。
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12．（7517）－a　旧約「創世記」8章16節～23節；9章梗概、9章1節～
　13節（⇒24－a）
??
　　　　　　　　　　　　　（7517）－a
左欄、挿絵下に第9章の梗概。続く装飾文字E［nde］（＝Undそして）
で第9章が始まる。大洪水の後に唯一生き残ったノアとその息子た
ちに、神は一族の繁栄を約束する。挿絵は9章20から27節。大洪
水の後農夫になったノアNOEはある日葡萄酒を飲み、裸で眠り込
む。それを3人の息子のひとりハムCHAMが見付け、兄セムSEM
とヤフェトJAPHETに告げる。兄たちは後ろ向きに父に近付いて服
を掛けた。酔いから醒めたノアはハムの行為に怒り、彼が呪われる
であろうことを預言する。
（7517）－b　旧約「創世記」7章梗概、7章1節～24節；8章梗概、8
章1節～16節
左欄、冒頭に第7章の要約。続く装飾文字E［Nde］で第7章が始ま
る。右欄、Dat　achte　capittell…と第8章の梗概。その下、装飾文字
G［Od］「神は…」で第1節が始まる。
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（7517）－b
13．（7518＞a　旧約「出エジプト記」30章16節～38節；31章梗概（⇒
　　34－a、　42■a）
（7518）－a
エジプトを出たイスラエルの民は約束の地カナンを目指し、シナイ
半島で40年に及ぶ漂泊を始めた。その間神はモーセを通じ、シナイ
山頂でイスラエルの民に守るべき十戒を示す。またアロンとその息
子たちを神の祭司に聖別し、神の臨在の幕屋とさまざまの祭具を整
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えるよう求めた。右欄、挿絵の上にDat　xxxi　Capitel1「第31章」とそ
の梗概。挿絵は第31章、イスラエルの民のうちユダ族のベツァルエ
ルbEZELEEL（本文ではBeeseleel）とダン族のオホリアブCOLIAP
（本文ではOoliab）とを指名して技を磨かせ、神の臨在の幕屋とそ
こに備える祭具、燭台、香の祭壇、器類、祭司の服などを作らせた。
二人が作業する手前の箱には「神の指で」十戒を記した2枚の石板
が見える。
（7518）－b　旧約「出エジプト記」31章1節～18節；32章梗概、32
章1節～3節
　　NM のユの　むMzaりPt4　ゆいゆじ鶴翻＝綴舗コ諜：
??
??
撰難i羅謹
（7518）－b
左欄、冒頭、装飾文字E［nde］（＝Und）で第31章が始まる。挿絵下、
第32章Dat　xxxijと梗概、続く装飾文字D［O　dat　volck　sach］（＝Da
das　volk　sah）で第1節。挿絵は32章、モーセmoysesがシナイ山頂
で神の言葉に耳を傾ける間に、待ち佗びたイスラエルの民がアロン
に求め、モーセに代って彼らを導く神々を造らせる場面。人々は金
　　　　　　　　　　　　　　　　いけにえの耳輪を外して子牛の像を鋳造し、生賛を捧げて拝み、神とモーセ
とを裏切った。これを知った神は怒り、彼らを滅ぼし尽そうとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なだだがモーセは金の子牛を火で焼き、粉砕して水に播き、神を宥める。
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V．A．Sorg（Augsburg）1480
　ゾルク（アウクスブルク）1480年刊
　10点目のドイツ語聖書。フォリオ版2巻本、第1巻331葉、第2巻342
葉、2段組51行。73の装飾文字に各書の主要な出来事が描かれる。ゾル
クは1477年にも聖書を刊行。
14．（7519）－a　旧約「十二小預言書」序文；「ホセア書」1章1節～8節、
　2章1節～7節
（7519）－a
旧約聖書は多くの予言書を収める。十二小預言書もその一部。ホセ
アは前8世紀、イスラエルの預言者。イスラエルの民に神に対する
背信を戒め、改俊を勧めて救済を予言する。左欄、「十二小予言書」
の序文。続いてEyn　ende　hat…「序文は終る。そして「ホセアの預言
の書」が始まる」、Das　erst　capitel「第1章」と記される。冒頭Dasの
装飾文字Dには、柱頭に異教の神バールBaalimを奉って拝む人々
と、彼らを戒めるホセアOsee（Hosoa）が描かれる。また、右欄空
白には装飾文字、M［Ein　volch…］「わが民」（2章3節）となる。
（7519）－b　旧約「ホセア書」2章7節～25節、3章1節～5節、4章
1節～2節
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　　　　　　　　　　　　　　　（7519）－b
　　右欄、最初の空白は第3章冒頭の語U［Nd］「そして」、次の空白部に
　　は第4章冒頭の語J［R　sUn　lsrael］「あなたがた、イスラエルの息子た
　　ちよ…」。
15．（7520）－a　旧約「ホセア書」14章1節～10節；「ヨエル書」1章1節
　～13節
（7520）－a
66
左欄、冒頭の空欄にはSを描き入れてSamaria「サマリア」。同欄、
末尾に「預言者ホセアOzeeが終り、預言者ヨエルJohel始まる。第
1章」。右欄、装飾文字Dには、椅子に座り「主の言葉」Daz　wort　des
heπ㎝を書き留めるヨエルJoe1。
（7520）－b　旧約「ホセア書」11章11節；12章1節～15節；13章1
節～15節
（7520）－b
左欄、第12章1節、E［Fraim　fiiret　den　wind…］「エフライムは偽り
をもって始まる」。右欄、冒頭は13章1節、D［a　effraim　redt…］「エ
フライムが語れば…」。また同末尾は第14章。
16．（7521）－a　新約「ペトロの手紙二」2章20節～21節、3章1節～18
　節；「ヨハネの手紙一」1章1節
左欄、装飾文字A［Ller　liebste　secht　dise…】「愛する者たちよ、これ
を見なさい」から第3章。右欄、小装飾文字Dの上、Hye　hatt　ein
ende…「ここでペテロの手紙二は終り、ヨハネの手紙一の序文が始
まる」。末尾の装飾文字の上、「ここで序文は終り、ヨハネJohannis
の手紙一が始まる。第1章」。大装飾文字Dには福音書記者聖ヨハ
ネが、シンボルの鷲を伴って描かれる。
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（7521）－a
（7521）－b　新約「ヨハネの手紙一」1章1節～10節；2章1節～21節
（7521）－b
左欄、第2章冒頭の装飾文字は、M［ein　s血nle㎞…］「わたしの子た
ちよ…」。
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V1．　J．Grilninger　（StraBburg）　1485
　グリューニンガー（シュトラースブルク）1485年刊
　12点目のドイツ語聖書。フォリオ版2巻本、第1巻466葉、第2巻456
葉。2段組43行。木版挿絵109。
17．（7522）－a　旧約「出エジプト記」2章22節～3章5節
（7522）－a
右欄、挿絵上にDas．m．Capitel「第3章」とその梗概。左欄、挿絵下
から第1節。空白はM［Oyses　aber…］「だがモーセは…」。挿絵は3
　　　　　　しば章冒頭「燃える柴」。ある時モーセは羊の群を追って神の山ホレブに
行く。すると、柴の間に炎が燃え上り、主の使いが現れる。柴が燃
えていながら燃え尽きないことを不思議に思うモーセMOISESに、
神が声をかけた。ファラオのもとで苦しんでいるわがイスラエルの
民をエジプトから連れ出すのだ、と。神聖な場所にいると知り、モー
　　はきものセは履物を脱ぎ、帽子を取る。
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（7522）－b　旧約「出エジプト記」3章5節～22節
（7522）－b
18．（7523》a　旧約「出エジプト記」10章17節～28節1
（7523）－a
イスラエルの民をエジプトから導き出すようにとの神の命に従い、
モーセと兄アロンはエジプト王ファラオと交渉する。拒むファラオ
に対し、神は次々に災いをもたらす。川の水を血に変えて民から飲み
水を奪い、ぶよやあぶが人畜を襲う。また電が大地に降り注ぐ。幾
70
多の災いにも拘らずファラオはますます頑なにイスラエルの民を去
らせることを拒んだ。挿絵右手には、神の怒りにより人や家畜が倒れ
（8－9章）、また左手では、三日に及ぶ暗闇が全土に臨む（10章）。終
に神はエジプト中の初子を殺す。ファラオの初子も例外ではなかっ
た（11章）。29－a／bへ続く。
（7523）－b　旧約「出エジプト記」10章1節～17節
（7523）－b
左欄冒頭U【nd】「そして」により10章1節が始まる。
19．（7524）－a　旧約「レビ記」9章24節；10章梗概、10章1節～6節
　左欄、挿絵上Das　X　Capitel「第10章」とその梗概。右欄、第1節冒
　頭、U［Nd　nadab…］「そしてナダブは…」。イスラエノレの族長のひと
　　りヤコブの3番目の息子に由来し、その名を負うレビ族に聖職を司
　　らせることを、神はシナイ山上で定めた。レビ族出身の両親から生
　　れたモーセによるこの旧約聖書第3の書が、祭の生蟄、安息日と祝
　　日、偶像の禁止、祭祀など、主に祭式を規定するところから「レビ
　記」と命名。それら律法の諸規定を挙げる中に挿入されたのが、10
　章冒頭、挿絵の場面である。主はモーセに命じて、アロンとその息
　子たちを神に仕える祭司に任ずるべく「神の臨在の幕屋」の祭壇で
　聖別の儀式を執り行わせた。その後、息子ナダブNAdAbとアビブ
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（7524）－a
AbINは香炉に炭火を入れて薫香を焚き、神に捧げたところ、火が出
て二人を焼き殺す。規定に反した行為だったからであり、旧約聖書
の神の厳しさを示す例でもある。
（7524）－b　旧約「レビ記」9章1節～24節
（7524）－b
左欄、9章冒頭空白部の装飾文字は不明。
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20．（7525）－a
　節～7節
旧約「サムエル記　上」16章23節；17章梗概、17章1
（7525）－a
挿絵上、左欄にDasXVII．Capitel「第17章」、右欄に梗概。挿絵下、
左欄にU［Nnd　die　philistiner’・・】「そしてペリシテ人は…」と第1節。
ダビデはサウルを継ぐ、イスラエル十二部族による統一国家第2代
の国王。前1000年頃に在位した、最も重要な為政者。少年時代に
「竪琴を巧みに奏でるうえに、勇敢な戦士で…言葉に分別があって
外見もよく、まさに主が共におられる人」（16章）として、ベツレ
ヘムから連れて来られ、サウルに仕えた。イスラエル軍がエラの谷
でペリシテ軍と対峙した際に、ペリシテの陣から大男の軍人ゴリア
トが叫んだ、自分と一騎打ちのできる者を出せ、と。少年ダビデは
「自分は羊飼いとして、羊を襲う熊やライオンを倒したことがある」
と申し出て、ゴリアトと闘う許しを得る。挿絵右、サウルSAVLが
与える兜や剣をそのままに、ダビデDAVIDは羊飼いの石投げ紐の
みを手に敵に立ち向う。近付く敵を目掛けてダビデが小石を飛ばす
と、ゴリアトGOLIASの額に食い込み、大男は崩れ落ちた。ダビデ
は倒れた敵の剣を引き抜くと、その首を切り落とす。これを見たペ
リシテ軍は先を争って逃げ出した。その後ダビデはサウル王のもと
で数々の武勲をたて、着実に地歩を固めていく。
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（7525）－b　旧約「サムエル記　上」16章4節～23節
　s　　雛・　緩
（7525）－b
遜翻
21．（7526）－a
　40－a）
旧約「サムエル記　下」11章梗概、11章1節～8節（⇒
（7526）－a
左欄、冒頭に「第11章」、続いて梗概「ダビデがウリヤの妻バト・
シェバ（ベルザベーBersabee）と床を共にし、夫を戦死させたこと。
その後彼女を妻にしたこと」。その下、U［nd］で第1節が始まる。イ
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スラエルの王ダビデはエルサレムを征服して王都とし、また対外遠
征を行ってエドムやペリシテ人の地を征服する。挿絵は、イスラエ
ルの軍を前線に送り出した後、王宮に残ったダビデDAVIDが屋上
から、出征中の兵士ウリヤの妻バト・シェバbERSAbEが水浴びを
しているのを見る場面。この時女は身ごもったが、神はダビデを罰
し、生まれた子は七日目になくなる。その後彼女が再度みこもって
生まれたのが、ソロモンである。
（7526）－b　旧約「サムエル記　下」1①章2節～19節
（7526）－b
22．（7527）－a　旧約「創世記」3章22節～24節；4章梗概、4章1節～7
　節
　　挿絵の下に第4章の標記と梗概、続いて4章1節U［Nd　adam　der
　beschlief　euam　seyn　hausfrawen　Vnd　sy　empfieng　vnnd　gepar　chain…］
　　「さて、アダムは妻エバを知った。彼女は身ごもってカインを産み…」
　　となる。冒頭の頭文字Uは印刷せずに空白にしてあり、書籍の購買
　　者が画家に依頼して手書きの彩色文字を描いてもらうはずであった。
　　挿絵はアダムとエヴァのふたりの息子、「羊を飼う者」アベルAbel
　　と「土を耕す者」カインCAIN。労働によって得た神への献げ物が
　　ふたりに対する神の寵愛を分ける。弟アベルだけが神の寵愛を受け
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ることを妬み、カインは密かにアベルを殺す。
　　　　　　　　　　　　　（7527）－a
（7527）－b　旧約「創世記」3章1節～22節
（7527）－b
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23．（7528）－a　旧約「創世記」28章1節～11節
伽6 勲
?
（7528）－a
冒頭の空白には大文字の装飾文字U［nd］。父イサクの命を受け、ヤ
コブIACObは母方の祖父のもとへ旅立つ。伯父ラバンの娘ラケル
を妻にするためである。途中でヤコブは石を枕に一夜を過すが、夢
に地上から天に伸る梯子を神の使いたちが上り下りしているのを見
た。しかもその際、神は彼に子孫の繁栄を約束し、その地を彼に与え
る。ヤコブは枕にした石をその場に立てて柱とし、その地をbETEL
ベテルと名付けて旅を続ける。
（7528）－b　旧約「創世記」27章36節～46節；28章梗概
右欄、DasXXVIIICap．「第28章」、続いて梗概、「ヤコブが母の兄ラ
バンLabannの許へ旅立つこと、また天へと梯子が掛けられ、天の使
いがそれを昇り降りする様をヤコブが見ること」。33－ahから続く。
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??????
彫
（7528）－b
24．（7529）－a　旧約「創世記」9章1節～11節（12－a）
（7529）－a
大洪水の後で唯一生き残ったノアとその息子たちに、神は一族の繁
栄を約束する。左欄、9章冒頭U［Nd　got　der　gesegent　noe　vh　seyne
siin6　vnd　sprach　zu　in．】「神はノアと彼の息子たちを祝福して言われ
た。「産めよ、増えよ、地に満ちよ…」と」。挿絵は12－a参照。
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（7529》b
～7節
旧約「創世記」9章11節～29節；1①章梗概、10章1節
（7529）－b
右欄、第10章の標記、続いて梗概、「ノアの子供たちから出た諸氏族
と、彼らが分けられて土地を領有することになったこと」。その下、
装飾文字を補って第1節、D［AS　sein　die　geschlecht　der　sUn　noe　sein］
「以下がノアの息子たちの一族である」。
25．（7530）－a　旧約「創世記」37章8節～17節
（7530）－a
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ヤコブと妻ラケルの子ヨセフは、両親が老いてからの子であったた
め、とりわけ父の寵愛を受けた。このことで兄たちは彼を妬み、ま
た彼の見た夢は兄たちの怒りを買った。挿絵は37章23節。羊の
放牧に出たシケムの野で兄たちに捕らえられ、空の穴に投げ込まれ
るヨセフ10SEPN。兄たちはエジプトに下る途中のイシュマエル人
ISMANELITENの隊商にヨセフを売ろうと企てる。だが偶然通りか
かった他の隊商が彼を助け、エジプトに連れて行く。そこでヨセフ
はファラオの宮廷に仕える侍従長に買い取られ、次第に主人の信頼
を得て家と財産の管理を委ねられるようになる。エジプトにおける
イスラエルの民の繁栄の礎となった。
（753①）－b　旧約「創世記」37章17節；38章梗概、38章1節～3節
（7530）－b
右欄、D－II．　Cap「第38章」と梗概。続いて装飾大文字を
補い、第1節1［N　der　zeit　in　das…］。27－bへ続く。
26。（7531）－a
　43－a）
旧約「出エジプト記」1章梗概、1章1節～11節（⇒9－a、
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（7531）－a
左欄、冒頭に「第1章」、続いて梗概。その下、空白に装飾大文字D。
D［Is　sein　die　namen　der　sUn　israhel　die　da　sein　eyngegang6　in　egipten
land　mit　iacob］「ヤコブと共にエジプトに下ったイスラエルの息子た
ちの名は以下のとおり」と、第1節。PHAROファラオ、　SEPHOシ
フラ、PHVAプア。挿絵については9－aを参照。
（7531）－b　旧約「創世記」50章11節～26節；「出エジプト記」序
（7531）－b
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右欄、本文から2行あけて「ここで創世記終る」。その下hie　hebt　sich
an…「ここに脱出の書と呼ばれるモーセ第二の書、出エジプト記始
まる」。
27．　（7532）－a旧約「創世記」38章24節～30節；39章梗概
　　　　騨一一「鍵難羅
難灘鱒
（7532）－a
右欄DasXXXIX．capi．「第39章」。続いて梗概、「ファラオの妻はヨ
セフが自分の望むとおりにならないために、ヨセブを偽り欺いたこ
と」。ヨセブはエジプトでファラオの侍従長に買われた。ここで彼は
主人の信頼を得、財産の管理を委ねられる。そんな時に侍従長の妻
は若く逞しいヨセフに目を付けた。ヨセブは彼女の度重なる誘惑を
拒むが、ある日家に誰もいない折に彼女は服を掴んでヨセフをベッ
ドに誘う。彼が服を残して逃げると、彼女は夫に訴える。あのヘブ
ライ人の奴隷は私に悪戯しようとしたが、大声を上げたため服を残
して逃げた、と。侍従長は妻の言葉を信じ、ヨセブを投獄する。挿
絵は39章、ここでは侍従長とその妻ではなく、梗概に沿ってファラ
オPHAROとその妃、投獄されるヨセブ10SEPHとが描かれる。
（7532）－b　旧約「創世記」38章3節～24節
25－bから続く。
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（7532）－b
28．（7533）－a　旧約「ヨブ記」42章1節～11節
（7533）－a
ヨブは東の国一の富豪であり、神を畏れ、悪を避けて、一族と共に
幸せに暮らしていた。神に対する彼のこうした態度に疑いを抱いた
サタンに、神はヨブを試練に合わせることを許す。ヨブは財産と家
族とを一挙に失ったうえに、重い病に冒されるが、厚い信仰は変わ
ることがない。第4章以下に始まるヨブと3人の友人との議論は一
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種の神学論争と言われ、40章以降で神とヨブとの応答に引き継がれ
る。挿絵は、テマン人エリファズTEMANITE　ELIPHAN等の友人た
ちとの議論後、神の呼び掛けに答えるヨブ10b。挿絵下、左欄、装
飾大文字を補い、U［Nd　Job　antWortet　dem　herren…】「そしてヨブは主
に答えて…」と第1節。
（7533）－b　旧約「ヨブ記」41章5節～26節；42章梗概
（7533）－b
右欄、Das．　XLII．capitel．「第42章」、続いて梗概「ヨブが神に謙虚に
答え、自らの罪を認めること、そして神がエリファズとふたりの友
を罰すること。彼らが悔俊し、ヨブが彼らのために祈ったこと。神
がヨブに全財産を倍にして与え、全ての知人が彼と共に喜びあい、
彼がその後長く生きたこと」。
29．（7534）－a　旧約「出エジプト記」12章1節～11節
　　冒頭の空白にU［Nd　der　herr…］「そして主は…」。ファラオの栓桔を
　逃れ、イスラエルの民をエジプトから約束の地へ導き出すために、
　主はファラオとエジプトに最後の災いを下すことをモーセとアロン
　　に告げる。今月の10日に家族毎に一頭ずつ一歳の小羊を選び、それ
　　を14日に屠って血を家の入口の柱2本と鴨居に塗ること、そして肉
　　は丸焼きにして除酵パン、苦菜と共に食べるように、と。その同じ
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??
???
　rPt　　　　め嘘
難轍灘
翻羅嚢嚢
t’ E鞭
（7534）－a
夜に神はエジプト全土を巡り、血の印のあるイスラエルの家は通り
過ぎ、印のない全ての家の初子を、人と家畜とを問わず、「撃つ」で
あろう、と。「過越しの祭り」の由来である。挿絵は神の命に従って
「腰帯を締め、靴を履き、杖を手に」小羊の肉を食べる家族。
（7534）－b　旧約「出エジプト記」10章29節；11章梗概、11章1節
～10節；12章梗概
嬬蜘
嚇
（7534）－b
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18－a／bから続く。左欄、「第11章」の標記に続き梗概。その下、空
白に装飾文字U［Nd　der　herr　sprach　zu　moyses…】「そして主はモーセ
に言われた…」。右欄に第12章の標記、続いて梗概、「神がイスラエ
ルの子らに、彼らの救済の日を永遠の日として称えるよう命じられ
ること、そして彼らがエジプトから脱出すること」。
30．（7535）－a　新約「ヨハネ黙示録」6章1節～9節（⇒47。a）
（7535）－a
ヨハネを名乗る預言者が流刑先のバトモス島で見た「幻」を、彼が
関わる同じ小アジアの七つの教会に宛てて報告する。即ちイエスの
再臨を主軸に、「七つの封印」、「ラッパ」、「鉢」の三つの象徴とそれ
らにより生ずる幻を描き、神に背く者が災いをもって報われること、
現在の世界が終末を迎えた後に新しいエルサレムが出現することを
示す。ローマ皇帝による教会迫害の時代が迫る中で、至福の未来に
希望を抱くよう信者たちに教える。挿絵は6章冒頭部。七つの角と
目を持つ子羊が、玉座にすわる方の右手から巻物を受け取り、封印
を解く。第一の封印を解くと、弓を手に白い馬にまたがる者が現れ、
勝利の冠が与えられる。第二の封印が解かれると、火のように赤い
馬に乗った者が現れ、「地上から平和を奪い取って、殺し合いをさせ
る力」が与えられる。第三の巻物の開封と同時に現れたのは、秤を
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手にして黒い馬にまたがる者。第四の封印を解くと、死が青白い馬
に乗って現れた。アルブレヒト・デューラー（1471－1528）の版画で
も知られる「黙示録の四騎士」の登場である。画面右端には地獄が
口を開け、その傍らでは、胸にも顔のある悪魔が鞭を振り上げて、死
者を追い立てる。その中には地位や身分に拘わりなく、三重冠をか
むった教皇、二重十字架を手にする枢機卿、司教冠の僧、また皇帝
の姿さえ見られる。
（7535）－b　新約「ヨハネ黙示録」6章9節～17節（⇒47－b）
鞭鋤　　灘翁醐醸知
　　　　　　　轍暖藤腰
融　　　耀　　　　　　腰鑑　灘雛。饗嚇
蒙鐵　　　囎懲軸襲
（7535）－b
挿絵には三っの場面が描かれる。第一の場面では、子羊が第五の封
印を解くと、「神の言葉と自分たちがたてた証しのために殺された」
者たちの魂が祭壇の下で訴えて叫ぶのが見え、その人々に白い衣が
与えられる。中央は第六の封印が解かれる場面である。大地震、暗
くなる太陽、血のような月、落下する星…。王、高官、富者、奴隷
に至るまでが「玉座に座っておられる方の顔と子羊の怒りから」身
を隠す。左、第三の場面（第7章）では、第七、即ち最後の封印が
解かれると、大地の四隅に四人の天使が立って、四方から吹く風を
押え、太陽の昇る方角からは神の刻印を持つ第五の天使が上って来、
イスラエル十二部族の夫々一万二千人、合わせて十四万四千人の額
に十字の刻印が押される。右欄、末尾に「第7章」の標記。
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31．（7536）－a　旧約「列王記　上」3章6節～14節（⇒35－a）
（7536）－a
ダビデの死後、兄たちを差し置いてイスラエルの王国を継いだのは
ソロモンであった。いかなる願いをも叶えようとの神の言葉に、ソ
ロモンは、民を正しく裁くことができる知恵を望んだ。神はこの願
いを喜び、彼に富と栄光、長寿をも約束した。ある時王のもとにふ
たりの遊女が訴え出る。一方の主張によると、二人は同じ家に住ん
で同じ頃に出産したが、相手の女は睡眠中に自分の赤子を圧死させ、
その挙句に私の子供と取り換えた、と。生き残った赤子を巡って双
方が自分の子であると主張して争うのを聞き、ソロモンは命じる、剣
で赤子をふたつに切り裂いて、女たちに半分ずつ与えよ、と。これ
を聞き、一方の女は同意するが、他方は赤子を切り裂かずに相手に
与えるよう主張した。これによりソロモンは判決を下す、赤子を生
きて相手に与えることに同意した者こそが真の母親である、と。挿
絵は3章16節から27節を描く。
（7536）－b
節～5節
旧約「列王記　上」3章14節～28節；4章梗概、4章1
右欄、Das．　Vierd　Capite1「第4章」の標記と梗概。装飾大文字を補い
第1節、U【Nd　der㎞nig　Salomon　was…］「そしてソロモン王は…」。
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（7536）－b
32．（7537）－a　旧約「民数記」13章23節～33節
（7537）－a
40年に及ぶ荒野の放浪の後、イスラエルの民はバランの荒れ野に宿
営する。神が彼らに約束した地を目前にして、モーセは神の命に従
い、イスラエルの民の長をカナン偵察に派遣する。そこに住む民の
勢力、地質、町の様子などを調べ、その地の果物を持ち帰るように、
と。挿絵は13章23節から25節。偵察に出て40日、偵察者たちが
89
ひと房の葡萄を棒に掛けて担ぎ、石榴や無花果をモーセのもとに持
ち帰る。乳と蜜の流れるところ、そこに上って行き占領すべきであ
ると報告する者に、他の偵察者は悪い情報を流して反対する。エジ
プトに留ってそこで死ぬか、荒野で死んだほうがましだった、と。
かねての約束の地に入ろうとしないイスラエルの民に、神は怒りを
露わにする。
（7537）－b　旧約「民数記」13章33節；14章梗概、14章1節～20節
（7537）－b
左欄、「第14章」とその梗概、「人々は約束の地に入ることに同意
せず、それによって主が予言されたように、不運がもたらされるこ
と」。続いて装飾文字を補い、第1節D［Arumb　alle　schar…］。
33．（7538）－a　旧約「創世記」27章1節～13節
　　イスラエルの民の祖アブラハム。その息子イサクは、老いて後に神
　　に祈って双子の兄弟エサウとヤコブを授かった。エサウは「赤くて、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かかと　全身が毛皮の衣のよう」であり、弟ヤコブは兄の踵をつかんで生れ
　　た。成長するとエサウは野に出て巧みな狩人になるが、空腹を満た
　　す代償として長子の特権さえ弟に譲り渡す。老いて盲たイサクはエ
　サウを呼び、狩りで獲物を得て料理を作るよう命じる。それを食べ、
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（7538）－a
神の前でエサウに祝福を与えるつもりである。だが妻リペカは夫の
祝福をむしろヤコブに与えることを画策して、彼を唆す。彼女は家
畜の群から小山羊を選んで夫の好む料理を作り、それを父の前に運
ぶようヤコブに言う。しかも彼に兄エサウの晴れ着を着せ、腕と首
には子山羊の毛皮を巻き付けてやる。イサクは妻の好策に気付かず、
毛深いエサウと思い込んでヤコブに祝福を与えてしまう。こうして
長子の権利のみならず父の祝福さえ奪われて、エサウはヤコブを憎
み、父亡き後には弟の殺害さえ考える。これを知った母リベカは、
自分の郷里の兄ラバンを頼って逃れるようヤコブに告げ、夫に向っ
ては「ヤコブにはエサウとは別の部族の娘を妻に迎えさせて欲しい」
と説得する。挿絵では、エサウESAVが父に命じられて狩りに出た
留守に、母リベカReb［ekka］に唆されて、ヤコブthCObが山羊の毛
皮を首と手首に巻き、盲目の父イサクISAACを欺く。
（7538＞b　旧約「創世記」27章13節～36節
23－a！bへ続く。
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（7538）－b
VII．　Sch6nsperger（Augsburg）1487
　シェーンスペルガー（アウクスブルク）1487年刊
　13点目のドイツ語聖書。木版挿絵109。ヨーハン・シェーンスペルガー
は1490年には14点目の聖書を刊行。
34．（7539）－a　旧約「出エジプト記」30章36節～38節；31章梗概、31
　　章1節～14節（⇒13－a、42－a）
（7539）－a
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挿絵上右欄、第31章の標記、続いて梗概「神がモー一セに、掟の箱の
作成とそれに属する全てのものを作る者を指名したこと…」。挿絵下
左欄、装飾文字U［nd…］から第1節。挿絵は31章による。選ばれた
ふたりはベツァルエルbESELEEL（本文ではbeselehel）とオホリア
ブCOLIAP（本文ではooliab）。なお13－aおよび42－a参照。共通の
図柄、人名。だが本文中の人名は13－aと他の2葉とで異なる。
（7539）－b　旧約「出エジプト記」30章7節～36節
羅
??
（7539）－b
35．（7540）－a　旧約「列王記　上」3章1節～12節（⇒31－a）
　　左欄、装飾文字D。D［Arumbe　das　reych　warde　besttitet　in　dem　gewalt
　　salomonis…］「こうして王国はソロモンの手によって揺ぎないもの
　　となった」と、前章最終節から始まる。挿絵はいわゆる「ソロモン
　　SALOMONの知恵」の場面、31－a参照。
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（7540）－a
（7540）－b　旧約「列王記　上」2章27節～46節；3章梗概
（7540）－b
右欄下Das　drit　Capitel以下、「第3章、ソロモンがファラオの娘を
妃とし、夢で知恵を授かること、そしてふたりの卑しい女の間で子
供に死の宣告を下すこと」と梗概を記す。
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36．（7541）－a　旧約「士師記」14章5節～16節
（7541）－a
モーセの従者で、後にその後継者としてイスラエルの民の指導者に
なったヨシュアーだが彼の死後、イスラエルの民は神に対する背信
故に、また律法をないがしろにしたために、カナンの地に入ることが
できない。彼の後サムエルが登場するまでの時代の、イスラエルの
人々の指導者が士師であり、サムソンもそのひとりである。彼はイ
スラエルをペリシテ人から解放する先駆者となるべき運命を負って
生れた。波乱に満ちた生涯を送り、特にペリシテ人の愛人デリラによ
る裏切りの物語はよく知られる。挿絵は、若きサムソンSAMPSON
がペリシテの娘を妻にするために迎えに行く途中、ティムナのぶど
う畑でライオンに襲われるが、素手で、まるで子山羊を裂くように
引き裂いた挿話。
（7541）－b　旧約「士師記」13章8節～25節；14章梗概、14章1節
～5節
右欄、「第14章、サムソンが妻をめとり、その途上ライオンを殺し
たこと、そして妻が彼を欺いた時に彼が父のもとに戻ったこと」と
梗概。続いて装飾文字を用いて第1節D［A㎜…］「それゆえ…」。
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（7541）－b
37．（7542）－a　旧約「創世記」1章梗概、1章1節～9節
（7542）－a
旧約聖書の冒頭。頁の過半を占める挿絵の上に「天地創造の書」。挿
絵はその「創世記」2章21節、22節、楽園で眠るアダムのあばら
骨から神がエバを創造する場面。その下、左欄に「ここにモーセ五
書の第一、創世記始まる」。次いで1章の梗概「第1章は世界とあ
らゆる生き物の創造、そして6日に及ぶ神の業について」。続いて装
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飾文字を用いて第1節、1［n　dem　anfang　hat　got　beschaffre　hymmel　vnd
erde］「初めに神は天地を創造された」。因みに類似した挿絵と装飾
文字は既に「ケルン聖書」（1478／79年）と、その木版版木を受継い
だ「コーベルガー聖書」（1483年）とで用いられており、シェーン
スペルガーはそれを模倣した。前例に倣うことがこの時代の当然の
手法であった。
（7542）－b　旧約「創世記」1章9節～31節；2章梗概?『?
??
???
繕懸
（7542）－b
右欄、末尾に第2章の表記。続いて「神が人を楽園に置き、彼に知
識の木の実を食べることを禁じたこと、そしてエバが創られたこと」
と、梗概を記す。
VIII．」．Otmar（Augsburg）1507
　J．オトマール（アウクスブルク）1507年刊
16点目のドイツ語聖書。木版挿絵109。
38．（7543）－a　旧約「歴代誌　上」11章18節～44節
　　ダビデがシオンの要害エルサレムを陥れて王都にすると、イスラエ
　　ルの民もここに集まり、「ダビデの町」と呼ばれるようになった。ダ
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　　　　　　　　　　　　（7543）－a
ビデ王の周囲には多くの勇士が集り、彼の統治に協力した。そのひ
とりがエレアザル。広大な麦畑でペリシテ人に襲われた際、人々は
ダビデを残して逃げるが、彼は踏み止まって奮闘し、大勝利を収め
る。挿絵はダビデが見守る中で、剣を振るってペリシテ人を倒すエ
レアザルELEAZNR（本文ではeleazar）。
（7543）－b　旧約「歴代誌
1節～18節
上」10章10節～14節；11章梗概、11章
瀦
麟、，
鶏灘縷懸難
??
（7543）－b
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左欄、大きく「第ll章、ダビデの戴冠にっいて。またエレアザルが
大麦畑で人々を叩き殺したこと。そしてベナヤbanaiaがライオンを
殴り殺したこと、更にダビデが王となるよう尽力した30人の勇士
たちの名について」と、梗概を記す。続いてD［Arumb…］「それゆ
え…」で第1節が始まる。
39．（7544）－a
　　～5節
旧約「民数記」21章24節～35節；22章梗概、22章1節
（7544）－a
右欄、「第22章、バラクがバラムに、この国に来てイスラエルの民を
呪うようにと、使いを送る」と梗概を記す。続いて第1節がU［Nd…］
で始まる。神がイスラエルの民に約束したカナンの地一モーセの指
示に従ってこの地を偵察に行った者たちがもたらした情報は悲観的
なものであった。一部の偵察者がこの地への進行を積極的に訴える
にも拘らず、人々は失望する。イスラエルの民をエジプトからここ
まで導いた神は、自分を信じようとしない民に怒りを露わにし、カ
ナンの偵察に要した40日に応じて、彼らが乳と蜜とが流れる約束の
地に入るまで今後40年の間、荒野を彷径うであろうと告げる。その
40年の間にある時は神の意志に逆らって罰を受けながらの旅一祖ヤ
コブの兄、エサウの子孫が統べるエドムとの争いと迂回、モーセの
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兄アロンの死と息子エレアザルによる大祭司の継承、炎の蛇による
多くの民の死などを経て、イスラエルの人々はヨルダン川沿い、カ
ナンの対岸に位置するモアブに宿営する。挿絵は22章22節以下。
イスラエルの群衆がやってくるのを恐れたモアブの王バラクは、彼
らに呪いをかけてこの地から追い出そうと、預言者バラムに使いを
送る。だがバラムは慎重である。神の意に沿うことを願い、バラク
王の再度の要請を受けて初めてモアブに赴くのであった。だがその
途上、彼を乗せた騙馬が突然うずくまる。理由が分らぬままにバラ
ムが杖でロバを打った時にやっと「抜き身の剣を手にして立ちふさ
がっている」神の使いの姿が見える。これによりバラムは改めて神
の意を確認し、モアブへの旅を続ける。
（7544）－b　旧約「民数記」22章5節～31節
」?，
（7544）－b
40．（7545）－a
　　21－a）
旧約「サムエル記　下」10章8節～19節；11章梗概（⇒
右欄、挿絵上に第ll章の標記。続く梗概は21－aと語の綴りの相
違を除き、同一文章。挿絵については21－a参照、人物はバテシバ
bERSAbEA（梗概ではBersabee）とダビデDAVID。
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　　　　　　　　　　　　（7545）－a
（7545）－b　旧約「サムエル記下」11章1節～22節
　　　　　　　　　　　　（7545）－b
左欄、冒頭の装飾文字はU［Nnd］「そして」。
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41．（7546）－a　旧約「サムエル記　上」10章1節～11節
（7546）－a
神の預言者としてサムエルは広くイスラエルの民の信頼を得、彼ら
の指導者としてはペリシテ人との戦いに勝利する。すると人々は彼
に、他国のように「我々のためにさばきを行う王」を立てることを求
める。人々は、主なる神が彼らの上に王として君臨することを拒ん
だのである。サムエルはこれを「悪」と考えたが、神に伺いを立てた
上で、人々の要求に従うことを約束する。神はイスラエルの小部族
ペニヤミン族出身の若者、サウルをサムエルのもとに上らせる。そ
の一方でサムエルには、サウルの頭に油を注いでイスラエルの指導
者にせよと命じる。イスラエル王国の誕生である。挿絵は、従者を
連れたサウルSAVLの頭にサムエルSAMAVELが油を注ぎ、イスラ
エルの王に任ずる場面。左欄、挿絵下の装飾文字はU【Nnd］。また、
挿絵を印刷面より小さくし、その両端をボーダーで飾るのがこの版
の特徴。同じ印刷工房の1518年版では挿絵を二重線の枠で囲んで
いる（42～44参照）。
（7546＞・b　旧約「サムエル記　上」9章8節～27節；10章梗概
右欄下、第10章の標記と梗概「サウルがサムエルにより油を注がれ
たこと。サムエルがサウルに如何なるしるしを与えたか。そしてサ
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ウルが預言者の仲間になること」。
（7546）－b
IX．　S．Otmar（Augsburg）1518
　S．オトマール（アウクスブルク）1518年刊
　父ヨーハンの後を継ぎ、ジルヴァンも109の挿絵入りで17点目のドイ
ツ語聖書を刊行。
42．（7547）－a　旧約「出エジプト記」30章27節～38節；31章梗概、31
　　章1節～13節（⇒13－a、34－a）
（7547）－a
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右欄、挿絵上に第31章の標記および梗概「神がモーセに命じて、人々
に聖櫃の作り方を伝えさせること…」。左欄、挿絵下、装飾文字U［Nd
der　herr　redt　zu…］から第1節。挿絵については13－a参照。
（7547）－b　旧約「出エジプト記」29章36節～46節；30章梗概、30
章1節～27節
『deny’ha
?
（7547）－b
左欄、第30章の標記と梗概「香をたく祭壇のこと、そして…」。続
いて第1節冒頭の装飾文字U［nd　mach　ein　altar…］。
43．（7548）－a　旧約「創世記」50章17節～26節；「出エジプト記」1章
　梗概、1章1節～7節（⇒9－a、26－a）
右欄、挿絵上Hie　hat　eyn　ende　das　buch　der　Gesch6ff「ここで「創世
記」終る」。左欄、挿絵下、Hie　hebt　sich　an　das　buch…「ここに脱出の
書と呼ばれるモーセ第2の書、「出エジプト記」始る」。続いて第1章
の標記と梗概、「エジプトに住まうイスラエルの子孫の名、またファ
ラオがヘブライの子らの殺害を命じたこと」。右欄、挿絵下、装飾文
字D［isz　seyn　dye　name　der　sun　israhel…］から第1節。挿絵は9－a参
照。PhAroはエジプト王、ヘブライ人の助産婦はSiphorAとPhuA。
104
（7548）－a
（7548）－b
～17節
旧約「創世記」49章29節～33節；50章梗概、50章1節
（7548）－b
右欄、挿絵上に第50章の標記と梗概、「ヤコブが亡くなって埋葬さ
れたこと、そして彼の願いに従い、息子たちが彼をカナンに運び、埋
葬したこと」。左欄挿絵下に第1節冒頭の装飾文字D［odz　geschah．
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joseph　er　viel　aufif　das　antlUtz　des　vaters…］。挿絵は、父ヤコブIACOb
の棺を先祖の墓のあるカナンに運ぶヨセブとその兄弟。墓地は彼ら
の祖アブラハムAbRAMが入手し、妻サラ、また息子イサクISAAC
と妻リベカが共に埋葬されている。
44．（7549）－a　旧約「出エジプト記」6章18節～30節；7章梗概、7章
　　1節～12節（⇒2a）
（7549）－a
右欄、挿絵上に第7章の標記、続いて梗概「モーセとアロンが国王に
最初のしるしを示したこと。即ち杖が蛇になり、また全土の水が血に
変わったこと」。左欄、挿絵下に第1節の装飾頭字U［un　der　herre　redt
zu…n。挿絵は2－a参照。エジプト王ファラオpharo、モーセmoyses
と兄aron。
（7549）－b　旧約「出エジプト記」5章8節～23節；6章梗概、6章1
節～18節
左欄末尾、右欄冒頭に第6章の標記および梗概「神がモーセに、ファ
ラオおよび民のもとへ行くよう命じたこと…」。右欄5行目、第1節
冒頭の装飾文字U［nd　der　herr　sprach　zu－・］。
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枷 ’PttW，ロx）OCIIt
騨　　　・i騒
卿　購　　　　渦擁
耳　　　　顧
　　駄
　　懸
（7549）－b
X．Bible　in　German
　印刷工房主、出版地、刊行年未詳
45．（7550）－a　新約「ヨハネ黙示録」12章7節～17節；13章1節～3節
葭糠　纏　励
糊
（7550）－a
「…もう一つのしるしが天に現れた。見よ、火のように赤い大きな
竜である。これには七つの頭と十本の角があって、その頭に七つの
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冠をかぶっていた。…さて、天で戦いが起こった。ミカエルとその
使いたちが、竜に戦いを挑んだのである…」。竜とその使いたちはこ
れに応戦するが、破れて地上に投げ落とされる。「わたしはまた、一
匹の獣が海から上ってくるのを見た。これには十本の角と七つの頭
があった…全地は驚いてこの獣に服従した。竜が自分の権威をこの
獣に与えたので、人々は竜を拝んだ…わたしはまた、もう一匹の獣
が地中から上って来るのを見た。この獣は、子羊の角に似た二本の
角があって…天から地上へ火を降らせた」。挿絵左に、竜とその使い
を打ち負かす天使ミカエル（12章7節）。中央には、海から上った
獣とそれを拝む人々（13章1節以下）。右は、地から上がった子羊
の角を生やした獣（13章ll節以下）。
右欄に第13章の標記、続いて第1節の装飾文字U［nd　ich　sach　a孟n
thier　aufsteygen・・。］Q
（7550）－b
節
新約「ヨハネ黙示録」11章13節～19節；12章1節～7
　f?
・鑑　．，、
（7550）－b
46－a／bの続き。挿絵左は11章から。「杖のような物差し」を与えら
れた「わたし」が神殿を測量する。神殿の外庭には種々の帽子を冠
る異邦人と荒布を纏ったふたりの証人、そして彼らを表象するふた
つの燭台。彼らが証しを終えると、「底なしの淵」から現れた獣がふ
たりを殺し、その死体は都の大通りに晒される。三日半の後、いの
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ちの息によりふたりが天に上ると、都に大地震が起る。右は12章、
太陽を着て月を踏み、十二の星の冠を戴いた産婦が天に現れる。ま
た、七つの頭に十の角を生やし、七っの冠を載せた赤い竜も天に現
れ、その尾は天の星の三分の一を地に投げ落とす。
左欄、挿絵上に「第12章」と標記。ただし、右欄冒頭の装飾大文字
U［Nd　der　temple　gottes　warde…］は11章19節。12章1節は6行目、
Und　ain　groBzaychen　erschyn　im　hymel。
（7550）－c　新約「ヨハネ黙示録」18章12節～24節；19章1節～8
節
（7550）－c
右欄、「第19章」の標記に続き、第1節が装飾文字N［Ach　disen　dingen
・・nで始まる。46－c／dへ続く。
（7550）－d　新約「ヨハネ黙示録」17章9節～18節；18章1節～12節
左欄下、「第18章」の標記、続いて第1節冒頭の装飾文字U［Nd　nach
disen　dingen°°°］o
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（7550）－d
46．（7551）・a　新約「ヨハネ黙示録」9章11節～21節；10章1節～4節
　　　　　　　　　　　　　（7551）－a
右欄半ばに「第10章」の標記、続いて第1節冒頭の装飾文字U［Nd
ich　sach　ain　andem…】。
挿絵にはふたつの場面が描かれる。左、第六の天使のラッパに応じ
て、神の前の金の祭壇から声が聞こえる。ユーフラテスのほとりに
繋がれている四人の天使を解放せよ、と。「人間の三分の一を殺す」
llO
ためである。彼らに従う騎兵は二億、その騎馬の頭はライオンのよ
うで「口から吐く火と煙と硫黄」により、三分の一の人間が殺され
る。教皇や枢機卿、あるいは皇帝さえ例外ではない（9章）。
図右、雲を身にまとい、頭に虹を戴き、太陽のような顔の、力強い
天使が天から下る。火のような片脚は海を、もう一方は大地を踏ま
え、右手を挙げて天に誓う、第七の天使のラッパを合図に「神の秘
められた計画」が成就すると。この天使の手から「わたし」は開か
れた巻き物を受け取り、天からの声に従ってそれを食べる（10章）。
（7551）－b　新約「ヨハネ黙示録」10章4節～11節；11章1節～13節
　　　　　　　　　　　　rm”’f’1’t’rtrvrtttnny?
　　hPttu
（7551）－b
左欄下に「第ll章」の標記、続いて第1節冒頭にU［Nd　ain　ror　ist
mir　gegeben…］。45－a／bへ続く。
（7551）－c　新約「ヨハネ黙示録」19章8節～21節；20章1節～6節
右欄、「第2章」の標記、続いて第1節冒頭U［Nd　ich　sach　ainn　engel
absteygen…］。45－c／dカ・ら続く。
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　　　　　　　　　　　　（7551）－c
（7551）－d　新約「ヨハネ黙示録」20章6節～15節；21章1節～12節
　　　　　　　　　　　　　　（7551）－d
　　左欄下に「第21章」の標記、続いて第1節冒頭装飾文字u［Nd　ich
　　sach　ainen　neijwen　hymel］。
47．（7552）－a　新約「ヨハネ黙示録」6章1節～13節（⇒30－a）
　　左欄上、装飾文字U［Nd　ich　sach，　do　das　lamb　het　auffgeton　ains　von
　den　siben　jnsigeln］で第1節が始まる。挿絵については30－aを参照。
　　左右を入れ替えた。
　　　　　　　　　　　　　　ll2
（7552＞b
（⇒30－b）
　　　　　　　　（7552）－a
新約「ヨハネ黙示録」6章13節～17節；7章1節～9節
　　　　　　　　　　　　（7552）－b
左欄半ばに「第7章」の標記、続いて第1節冒頭装飾文字N［Ach　disen
dingen　sach　ich　vier　engel・・。］。
挿絵は30－bを参照。左右を入れ替えた。
ll3
48．（7553）－a　新約「マルコによる福音書」1章梗概（続）、1章1節～
　　17節（⇒11a）
（7553）－a
48－bから続く「マルコによる福音書」冒頭部。左欄、挿絵下3行は
第1章梗概の続き。その下に第1節冒頭の装飾文字A［ln　anfang　des
ewangely　jhesu　cristi　des　sunes　gotZ…］「神の子イエス・キリストの福
音の初め」。挿絵は福音書記者聖マルコS．MARCVSと彼のシンボル
としてのライオン。更に、中世ヨーロッパの人々が「貧者の聖書」に
おいてキリストの復活に結びつけた旧約聖書の二つの場面、町の門
の扉と門柱を引き抜いてヘブロンの山に運び上げるサムソンと、魚
の腹から三日目に吐きだされるヨナ。ここでは怪力サムソンは、墓
を塞ぐ岩を押し開けるキリストに比して描かれる。11－a参照。
（7553）－b
梗概
新約「マルコによる福音書」に関する序文および第1章
右欄下、Das　Erst　Capite1「第1章」の標記。その上3行に「福音書
記者マルコに関する序文が終る。そしてマルコによる福音書が始ま
る」。標記の下、第1章の梗概が48－aへ続く。
ll4
ー．．
?????????????????????
∠
灘籔魏
簸綴舞灘
鋤α獅軍
睡　．　縛幅幽聯卸
劇糊　　　　哨繭
靹畷ゆ蝉晦聯騨醐畑向ヒ
繍灘隠臨綴漉・獅騨
繍自」鱒◎齢■臓輪
雛灘罐
　　　　　講贈
鍵難羅
勲鰍．蜘し繍
　　　　　　　競
難
???? ?
??
鵜
鰍伽 ???綴蘇
纏
冒
??
???．
（7553）－b
ll5
聖書出典索引
創世記
1章1節～1章31節
7章1節～9章13節
27章1節～28章ll節
37章8節～38章30節
49章29節～50章26節
37－a／b（VII）　3章1節～4章7節
12。a／b（IV）　9章1節～10章7節
33－a／b、　23－a／b（VI）
25－a／b、27－a／b（VI）
43－a／b（IX）
22－a／b（VI）
24－a／b（VI）
50章11節～50章26節　26－b（VI）
出エジプト記
1章1節～1章7節
1章1節～2章16節
5章8節～7章12節
10章1節～10章28節
29章36節～31章13節
30章16節～32章3節
レビ記
9章1節～10章6節
民数記
1章1節～3章4節
21章24節～22章31節
43－a（IX）
9－a／b（IV）
44－a／b（IX）
18－a／b（VI）
42－a／b（IX）
13－a／b（IV）
19－a／b（VI）
7－a／b（III）
39－a／b（VIII）
1章1節～1章11節
2章22節～3章22節
6章～7章
10章29節～12章11節
30章7節～31章14節
26－a（VI）
17－a／b（VI）
2－a／b（1）
29－a／b（VI）
34－a八）（VII）
13章23節～14章20節　32－a／b（VI）
士師記
13章8節～14章16節　　36－a／b（VII）
サムエル記上
9章8節～10章11節41－a／b（VIII）　16章4節～17章7節　　20－a／b（VI）
サムエル記下
10章2節～11章8節21－a／b（VI）　10章8節～11章22節　40－a／b（VIII）
列王記上
2章27節～3章12節　　35－a／b（VII）
21章25節～22章54節　6－a／b（III）
列王記下
1章1節～1章6節 6－a（III）
3章6節～4章5節 31－a／b（VI）
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歴代誌上
10章10節～11章44節
エステル記
1章（？）～2章（？）
ヨブ記
41章5節～42章ll節
詩篇
1篇～5編
ホセア書
1章1節～4章2節
ヨエル書
1章1節～1章13節
アモス書
3章8節～3章ll節
オバデヤ書
1章
ヨナ書
1章10節～1章13節
ハガイ書
2章19節～2章22節
新約聖書
マタイによる福音書
28章12節～28章20節
マルコによる福音書
序～1章19節
ルカによる福音書
24章7節～24章53節
38－a／b（VIII）
1－a／b（1）
28－a／b（VI）
8－a／b（IV）
14－a／b（V）
15－a（V）
5－a／b（II）
4－a（II）
4－b（II）
3－a／b（II）
11－a（IV）
11－a／b（IV）
10－b（IV）
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11章11節～14章10節　15－a／b（V）
序～1章17節 48－ah（X）
ヨハネによる福音書
序
ペトロの手紙二
2章20節～3章18節
ヨハネの手紙一
1章1節～2章21節
ヨハネ黙示録
6章1節～6章17節
9章11節～13章3節
17章9節～21章12節
10－a（IV）
16－a（V）
16－a／b（V）
30－a／b（VI）　6章1節～7章9節　47－a／b（X）
46－a／b（X）、45－a／b（X）
45－c／d（X）、46－c／d（X）
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
ll8
